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はじめに

本講座は中高一貫校に通い意欲的に先取学習もしくは学校の授業についていく

のが大変で復習として受けたいという生徒を対象にしたものです。また、意欲が

あれば公立に通う生徒が受けても構いません。

本講座の狙いは

• 「体系数学」や「システム数学」の内容に合わせて標準～発展レベルの問

題を解けるように理解を深める。

ことにあります。そして、この講座を通じて数学的な考え方を身に付けていきま

しょう。

この講座を受講にするにあたって、「答えを出せればいい」という意識ではなく

「一般化をしていろいろな問題を解けるようにする」という意識をもってくださ

い。この講座は予習を必須ではありませんが、事前に基本事項や基本問題に触れ

ておくことは理解を深めるうえでは大切なことなので、時間に余裕がある生徒は

予習をしたうえで授業を受けてください。受けたあとは、自分だったらどうやっ

て教えるのか？ という意識で考えて考えて復習をしてください。

このような意識をもって本講座に取り組んでいただけることを願っています。

　【数学科講師　佐藤　信也 (サトウ　ノブヤ)】
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テキストの進め方

• 基本的に予習はしなくていいが,どんなことを学ぶんだろう？ と目を通し

ておくこと。

• 授業で扱う問題は基本とテーマです。授業内で演習および解説を学び, 演

習問題を復習として解きましょう。

• ノートは必須です。書き込んでもよいですが,テキストの余白では理解をす

るには少なすぎるので,用意をしておきましょう。

• 習った問題は兄弟・姉妹や友達,近所の子どもたちに教えられるように自分

なり言葉で説明できるようにしよう。
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第1講 【正の数と負の数-1】

1.1 負の数の定義

小学校のときに,

0, 1, 10,
2

3
, 0.5

のような数を学んできたと思います.これらの数は「ものの個数を数える」や「割

合を求める」のようないろいろな場面で使われています.では, 以下の場面ではど

のような数を扱えばいいでしょうか？
【問題】

今日のニュースで

現在の気温は 10度ですが,明日の気温は 20度下がるでしょう。

と流れてました。明日の気温は何度と予想できますか？

今回は 10 − 20の計算の結果をどのように表すのか？ がポイントです.つまり,

0より小さい数

をどのように表すのか？ ということを学んでいきましょう!
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正の数と負の数の定義

0より大きき数を正の数, 0より小さい数を負の数という。

正の数は,数の前に＋をつけて表す。(＋は省略してもよい)

負の数は,数の前に－をつけて表す。

正の数と負の数を数直線でイメージしてみよう。

小学校は,正の数しかなかったので,

0 1 2 3 4 5

のように 0の右側にしか数が存在しません。そこに負の数が加わると,

−5 −4 −3 −2 −1 0 1 2 3 4 5

のように左側にも数が存在します。右側に行けば行くほど数は大きくなります。
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基本問題 1 (レベル★ )

次の数を正の符号,負の符号を用いて表しなさい。

(1) 0より 6大きい数

(2) 0より 9小さい数

(3) 0より 2

3
小さい数

(4) 0より 0.6小さい数

基本問題 2 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 500円の収入を +500円と表すとき 400円の支出を負の数を用いて

表しなさい。

(2) 東に 600mを進むを +600mと表すとき, 200m西に進むを負の数を

用いて表しなさい。

基本問題 3 (レベル★ )

[ ]内のことばを用いて次のことを表しなさい。

(1) 5小さい [大きい ]

(2) 7大きい [小さい ]

(3) 3時間前 [後 ]

(4) −6時間後 [前 ]
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1.2 絶対値

正の数と負の数というのは,数直線上において 0を中心として左右に対応する

数です。ここで, 0から 2までの距離 (長さ)と 0から −2までの距離を考えると同

じになります。では,ここで絶対値の定義について確認しましょう。

絶対値の定義

数直線上の 0 (原点) から 1 つの数 𝑎 までの距離を 𝑎 の絶対値といい,

|𝑎 |

と表します。(| |を絶対値記号といいます。)

例えば,

原点から 5までの距離は 5だから, |5| = 5,

原点から −2までの距離は 2だから, | − 2| = 2

と表せます。また,絶対値記号は正の数にする記号とも考えることもできます。

基本問題 1 (レベル★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 絶対値が 8になる数をすべて答えなさい。

(2) | + 6|, | − 11|, |0|の値をそれぞれ求めなさい。

(3) −5, +3, +7, −4を絶対値の小さいほうから順に並べなさい。
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テーマ 1 (レベル★★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 絶対値が 2

3
より大きく,

15

4
より小さい整数をすべて求めなさい。

(2) −11
5
, +0.7, −0.6, −1

4
, +0.5, +7

8
の中から一番大きい数を答えなさい。

また,絶対値が一番大きい数を答えなさい。

※整数とは 0, ±1, ±2, ±3, · · · , のような数のことである。
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第2講 【正の数と負の数-2】

2.1 正負の数の加法・減法

中学校以降,たし算のことを加法,ひき算を減法,かけ算を乗法,わり算を除法と

いいます。これらをまとめて四則演算といいます。

また, 加法の結果を和,減法の結果を差,乗法の結果を積,除法の結果を商とい

い,計算の記号 +, −, ×, ÷を演算記号といいます。

では,正負の数の加法減法のイメージから身に着けていきましょう。

• 〇＋ (正の数)の計算方法

例 −4 + (+7)の計算をしなさい。

−5 −4 −3 −2 −1 0 1 2 3 4 5

• 〇＋ (負の数)の計算方法

例 5 + (−2)の計算をしなさい。

−5 −4 −3 −2 −1 0 1 2 3 4 5
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• 〇－ (正の数)の計算方法

例 −1 − (+2)の計算をしなさい。

−5 −4 −3 −2 −1 0 1 2 3 4 5

• 〇－ (負の数)の計算方法

例 2 − (−3)の計算をしなさい。

−5 −4 −3 −2 −1 0 1 2 3 4 5

正負の数の加法・減法

• 数直線上では,＋は右の移動,－は左の移動のイメージをもつ。

• カッコを外すときは,

＋ (＋〇)＝＋〇,＋ (－〇)＝－〇,－ (＋〇)＝－〇,－ (－〇)＝＋〇
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基本問題 1 (レベル★ )

次の計算をしなさい。

(1) (+2) + (+5)

(2) (−3) + (−6)

(3) (+5) − (+1)

(4) (+2) − (+3)

基本問題 2 (レベル★ )

次の計算をしなさい。

(1) (+2.2) + (+4.7)

(2) (−5.38) − (+2.02)

(3)
(
+4
3

)
+
(
−2
3

)
(4)

(
+
12

)
−
(
+19
12

)
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2.2 加法の計算法則

(−4) + (+2)と (+2) + (−4)の計算をすると,どちらも −2になります。このよう

に＋の前後の数を入れ替えても計算結果は変わらない。また,(−4) + 5 + (−3) の

計算を (−4) + 5を先に計算しても 5 + (−3)を計算しても答えは変わらない。

加法の計算法則

• 加法の交換法則 𝑎 + 𝑏 = 𝑏 + 𝑎

• 加法の結合法則 𝑎 + 𝑏 + 𝑐 = (𝑎 + 𝑏) + 𝑐 = 𝑎 + (𝑏 + 𝑐)

基本問題 1 (レベル★ )

工夫して,次の計算をしなさい。

(1) (+12) + (−28) + (+18) + (−2)

(2) (+2.7) + (−4.4) + (+1.3) + (−0.6)

(3)
(
−7
6

)
+
(
−3
4

)
+
(
+5
6

)
+
(
−11
4

)
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テーマ 1 (レベル★★ )

次の計算をしなさい。

−7
3
+
{(

3

4
− 5

6

)
+ 2

}
−
(
−3
8

)
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第3講 【正の数と負の数-3】

3.1 正負の数の乗法・除法

まず,かけ算とはどのような計算だったの確認しましょう。

• (正の数)×(正の数)の計算方法

例 (+2) × (+7)の計算をしなさい。

• (負の数)×(正の数)の計算方法

例 (−3) × (−2)の計算をしなさい。

• (正の数)×(負の数)の計算方法

例 (+5) × (−3)の計算をしなさい。

• (負の数)×(負の数)の計算方法

例 (−4) × (−3)の計算をしなさい。

また,割り算というのは,かけ算で定義されたものである。例えば, (+4) ÷ (−2)は,

(+4) × 1

−2 = (+4) ×
(
−1
2

)
= −2

というかけ算を用いて計算をする。

正負の数の乗法・除法

• 2数の乗除は,同符号なら「＋」,異符号なら「－」

• 𝑎 ÷ 𝑏 = 𝑎 × 1

𝑎
を計算する。
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基本問題 1 (レベル★ )

次の計算をしなさい。

(1) (+4) × (−2)

(2) (−6) × (−2)

(3) (−0.5) × (+8)

(4)
(
−15
8

)
×
(
− 1

12

)
基本問題 2 (レベル★ )

次の計算をしなさい。

(1) (−18) ÷ (−2)

(2) (−24) ÷ (+6)

(3) 8 ÷
(
−4
3

)
(4) −25

12
÷ 15

8

基本問題 3 (レベル★ )

次の計算をしなさい。

(1) (−12) ÷ 4 × (−3)

(2) (−16) × (−4) ÷ (+8)

(3) (0.2) ÷ (+0.3) × 6

(4)
(
−6
7

)
÷ 4 ×

(
−7
5

)
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3.2 正負の数の累乗と指数

例えば, 2+2+2+2という式は 2×4とまとめることができます。では, 2×2×2×2

はどうやってまとめていくのでしょうか？ そこで登場するのが,指数という考え

方です。

指数と累乗の定義

ある数 𝑎を 𝑏回かけ算したとき,

𝑎𝑏

と表し, 𝑎の 𝑏乗という。また, 𝑏を指数といい,

𝑎1, 𝑎2, 𝑎3, · · ·

の形を 𝑎の累乗という。

例えば,

• 3 × 3 × 3 × 3 × 3 = 35

• (−2) × (−2) × (−2) × (−2) = (−2)4

と表す。
基本問題 1 (レベル★ )

次の式を計算しなさい。

(1)
(
3

5

)2
×
(
−5
8

)
÷ (−2)

(2) (−33) ÷
(
−3
7

)3
×
(
−1
7

)



25

N O T E



26

テーマ 1 (レベル★★ )

次の式を計算しなさい。

(−0.75)3 ×
(
−8
9

)
÷ 0.252
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第4講 【正の数と負の数-4】

4.1 指数法則

指数法則は詳しくは文字式の乗法・除法で扱いますが,計算になれるために少

し触れておきましょう。例えば, 23 × 22という式は,

(2 × 2 × 2) × (2 × 2) = 25

とまとめることができます。つまり,

23 × 22 = 23+2 = 25

と計算することができます。同様にして, 27 ÷ 25,
(
23
)4においても,

25 ÷ 25 =
27

25
=

2 × 2 × 2 × 2 × 2 × 2 × 2

2 × 2 × 2 × 2 × 2
= 2 × 2 = 22 = 27−5(

23
)4 = 23 × 23 × 23 × 23 = 23+3+3+3 = 23×4

のように計算できる。この性質を使って次の計算をしてみよう。
基本問題 1 (レベル★ )

次の式を計算しなさい。

(1)
(
25
)4 ÷ 24 × 1

215

(2) 26 × 34 ÷ 62 × 1

24
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4.2 正負の数の四則演算

四則 (加法減法乗法除法)が混じった計算をしていきますが,まずは計算規則に

ついて確認しましょう。

計算規則

1. 基本的に左から計算する。

2. 乗法除法は加法減法より先に計算する。

3. かっこのついた部分は最初に計算する。

この規則は守って計算してきましょう。ただし,特に注意しないといけないこ

とは,乗法と除法の部分を一つのカタマリとしてみることです。例えば,

2 + (−4) × 3 × (−2)
::::::::::::::

(i)

− 16 ÷ (−3) × (−6)
:::::::::::::::

(ii)

という式において,(i), (ii)に注目し,

(i) · · · (−4) × 3 × (−2) = 24

(ii) · · · 16 ÷ (−3) × (−6) = 32

であるから,

2 + (−4) × 3 × (−2) − 16 ÷ (−3) × (−6) = 2 + 24 − 32 = −6

と計算をする。
基本問題 1 (レベル★ )

次の式を計算しなさい。

(1) 5 − 3 × (4 − 6)

(2) −42 + 6 × (−3)2

(3) −82 ÷ 4 + (−4)2

(4) 12 ÷ (−2) − 4 × (−3)
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4.3 計算の工夫

計算の規則に沿って計算していくだけでは,効率が悪いことがあります。加法

と乗法には次の法則があるので,扱えるようにしよう。

加法・乗法のいろいろな法則

1. 交換法則

(加法) 𝐴 + 𝐵 = 𝐵 + 𝐴

(乗法) 𝐴 × 𝐵 = 𝐵 × 𝐴

2. 結合法則

(加法) 𝐴 + 𝐵 + 𝐶 = (𝐴 + 𝐵) + 𝐶 = 𝐴 + (𝐵 + 𝐶)

(乗法) 𝐴 × 𝐵 × 𝐶 = (𝐴 × 𝐵) × 𝐶 = 𝐴 × (𝐵 × 𝐶)

3. 分配法則

(𝐴 + 𝐵) × 𝐶 = 𝐴 × 𝐶 + 𝐵 × 𝐶

𝐶 × (𝐴 + 𝐵) = 𝐶 × 𝐴 + 𝐶 × 𝐵

この法則を駆使して効率よく計算をしてみよう。
基本問題 1 (レベル★ )

次の式を計算しなさい。

(1) (−3) × 97 + (−3) × 3

(2) 418 × (−15) − 11 × (−15) − 7 × (−15)

(3)
{
(−3)2 × (−2)4 − (−3)3 × (−2)5

}
÷
{
(−3)2 × (−2)3

}
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テーマ 1 (レベル★★ )

次の式を計算しなさい。

54 ×
(
1

6
− 1

9
+ 1

3

)
− (0.85) × 3

4
− 0.05 × 3

4
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第5講 【正の数と負の数-5】

5.1 仮平均の利用

例えば, 2, 5, 6, 9, 13の平均の値は,
2 + 5 + 6 + 9 + 13

5
= 7

と求めることができる。では, 152, 155, 160, 164, 170の平均の値は,
152 + 155 + 160 + 164 + 170

5
= · · ·

と頑張れば計算することができますが,時間がかかってしまい大変です。

ここで, 160を基準に数値の差を考えると,

−8, −5, 0, 4, 10

と表せます。この数値の平均の値は,
(−8) + (−5) + 0 + 4 + 10

5
= 0.2

よって, 152, 155, 160, 164, 170の平均の値は,

160 + 0.2 = 160.2

と求めることができます。このように,数が大きい平均を求めるとき,基準 (仮平

均)を決めて差を考えてから平均を求めると楽になることがあります。
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基本問題 1 (レベル★ )

下の表は,バスケットボール部員A ∼ Eの 5人の身長が, 170cmより何 cm

高いかを示したものである。次の問いに答えなさい。

部員 A B C D E

170cmとの差 +6 -2 +4 0 -3

(1) 身長が一番高い部員は,身長が一番低い部員より,何 cm高いか答え

なさい。

(2) 170cmとの差の平均を求めなさい。

(3) 5人の平均を求めなさい。
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5.2 数の範囲と四則演算

第 1講から第 4講で,

(正)×(負)=(負)や (負)×(負)=(正)

のような性質を学びました。では,以下の問題を考えてみましょう。
【問題】

次の文について,正しいものには〇,正しくないものは ×をつけなさい。

(1) 2数の積が正の数のとき, 2数はどちらも負の数である。

(2) 2数の和の絶対値は,それぞれの絶対値の和と等しい。

この問題で大切なことは例外なく成立するか？ 成立しないなら具体的な数は

あるか？ を考えることです。(1)は,

(正)×(正)=(正)と (負)×(負)=(正)

の場合がある。よって,どちらも必ず負の数とは言えないので,×である。(2) で

は,具体的な数値 2と −3で考えると,

2 + (−3) = −3より, | − 3| = 3

|2| = 2, | − 3| = 3より, 2 + 3 = 5

よって,等しくない。よって,×である。
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基本問題 1 (レベル★★ )

次の文について,正しいものには〇,正しくないものは ×をつけなさい。

(1) 𝑎 + 𝑏, 𝑎 ÷ 𝑏がともに正のとき, 𝑎, 𝑏はともに正である。

(2) 𝑎 + 𝑏, 𝑎 − 𝑏がともに正のとき, 𝑎, 𝑏はともに正である。

(3) 𝑎より 𝑏のほうが大きいとき, 𝑎 × 𝑐より 𝑏 × 𝑐のほうが大きい。
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テーマ 1 (レベル★★★ )

−4から 4までの整数が 1つずつ書かれた札が 1枚ずつある。この 9枚の

札をA, B, Cの 3人に 3枚づつ配ったところ, 3人の書かれた整数の和は

等しくなった。Aの札のうちの 2枚の数字が −4と 1,Bの札のうち 2枚

の数字が 0と 2であるとき,Cに書かれた整数をすべて答えなさい。
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第6講 【正の数と負の数-6】

6.1 正負の数の総まとめ

第 6講は正負の数の総まとめです。この講では,予習をしないで授業中に問題

を解く時間があるので,そのときに解いてください。
基本問題 1 (レベル★★ )

次の計算をしなさい。

(1) | − 6| − | + 2|

(2) |3 − 5| + | − 2 + 4|

(3) | − 2.4 + 1.8| −
����13 − 3

2

����
基本問題 2 (レベル★★ )

下の表において,−4から 4までの 9個整数をそれぞれ 1回使い,縦,横,斜

めの数の和が等しくなるようにしたい。ア ∼カに当てはまる数を求めな

さい。

ア イ 3

2 ウ エ

-3 オ カ
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基本問題 3 (レベル★★ )

次の問いに答えなさい。

(1) 270にできるだけ小さな自然数をかけて,ある自然数の 2乗に「する

には,どんな自然数をかければよいか答えなさい。

(2) 1512をできるだけ小さな自然数で割って,ある自然数の 2乗にする

には,どんな自然数で割ればよいか答えなさい。

基本問題 4 (レベル★★ )

下の表において,それぞれの数の範囲で 2つの数の四則演算を考えると

き,計算がその範囲でいつでもできる場合には〇をつけなさい。また,い

つでもできるとは限らない場合は,×をつけ,計算ができないときの具体

例を挙げなさい。

数の範囲 加法 減法 乗法 除法

正の偶数

負の奇数

3の倍数
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第7講 【式の計算-1】

7.1 文字の導入

算数と数学の違いの 1つに「文字を扱う」という点があります。例えば, 100円

のリンゴを 5個買うときの代金は,

100 × 5 = 500(円)

と求めることができます。では,リンゴの買う個数は全員が必ず 5個か？ と考え

ると,人によっては, 1個だけの人や 10個買う人もいます。すると,

100 × 1 = 100, 100 × 2 = 200, · · · , 100 × 10 = 1000, · · · ,

という風にたくさんの式を書く必要があります。そこで,文字を用いてシンプル

に表すことをしていきます。

例えば, 1個 100円のリンゴは人によって何個買うのかわからない。そこで, 𝑥

個買ったとして式で表すと,

100 × 𝑥 (円)

と表すことができます。このように,わからないものや求めたいものを文字を使っ

て式で表すことで,いろいろな場面で役に立つことでしょう。

では,文字を使って表した式の表し方のルールについて学んでいきましょう。
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文字式の表し方のルール

文字を使って表した式を文字式という。その文字式の表し方の定義をしっ

かりと覚えよう。

1. 文字と数の積,文字と文字の積は,×を省略する。

3 × 𝑥 = 3𝑥, 𝑥 × 𝑦 = 𝑥𝑦

2. 文字と数の積のとき,数を前に書く。

−5 × 𝑎 = −5𝑎, 𝑥 × (−3) = −3𝑥

3. 文字はアルファベット順に書く

𝑥 × 𝑦 = 𝑥𝑦, 𝑎 × 𝑏 × 𝑐 = 𝑎𝑏𝑐

4. 文字の前の 1は省略する。

1 × 𝑥 = 𝑥, −1 × 𝑦 = −𝑦

5. 同じ文字の積は,指数を用いて表す。

𝑥 × 𝑥 × 𝑥 × 𝑥 × 𝑥 = 𝑥5, 𝑥 × 𝑥 × 𝑥 × 𝑦 × 𝑦 = 𝑥3𝑦2

6. 除法の記号 ÷を用いずに,分数の形で表す。

𝑥 × 3 = 𝑥 × 1

3
=

𝑥

3

(
1

3
𝑥でもよい。

)

※省略できるのは ×や ÷だけなので,＋や－は省略しないようにしましょう。
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基本問題 1 (レベル★ )

次の式を文字式の表し方のルールしかがって表しなさい。

(1) 𝑎 × 𝑏 × (−3)

(2) 𝑐 × 𝑎 × 𝑎 × 𝑏 × 𝑎 × 𝑐

(3) 𝑎 × 0.1

(4) 𝑎 ÷ 𝑏 × 𝑐

(5) (𝑥 + 𝑦) ÷ 𝑧

(6) 𝑎 × 4 − 𝑏 ÷ (−3)

(7) (𝑥 − 𝑦 × 3) ÷
(
𝑥 ÷ 1

3
− 𝑦

)
基本問題 2 (レベル★ )

次の数量を,文字式の表し方のルールにしかがって表しなさい。

(1) 5000円持っている Aさんが,買い物をして 𝑥円使ったときの残りの

金額

(2) 𝑥円のりんごを 5個, 𝑦円のみかんを 8個買ったときの代金の合計

(3) 男子 16人の得点の平均が 𝑚点,女子 13人の得点の平均が 𝑛点のと

き,男女全員の得点の平均

(4) 𝑥 kmの道のりを,時速 𝑦 kmで進むときにかかる時間

(5) 定価が 𝑎円の商品を 1割引きで売るときの売値

(6) 縦の長さが 𝑎 cm,横の長さが 𝑏 cmの表方形の周の長さ
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テーマ 1 (レベル★★ )

家から 𝑎m離れた公園まで行くのに,初めの 1.2 kmは歩いたが,その後,毎

分 250mの速さで走って公園についた。走った時間は何分間か,文字式で

表しなさい。
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第8講 【式の計算-2】

8.1 多項式・単項式

第 7講では文字式の表し方について学びましたが,今回は数式に関して重要な

用語について学んでいきます。

多項式・単項式

3, −2
5
, 0.4, 𝑥, 𝑥2𝑦3, 5𝑥, −

のような数,文字,それらの積を単項式といい,

𝑥 + 5, 𝑥2𝑦 − 2𝑥 + 5, −3𝑥3 − 2𝑥𝑦 + 5

のように単項式の和で表した式を多項式または整式という。

多項式の中にある１つ１つの単項式を項といい,文字のない数だけの項を

定数項という。

例 𝑥2 − 2𝑥𝑦 + 4𝑥 − 5 = 𝑥2 + (−2𝑥𝑦) + (4𝑥) + (−5)より,

項は, 𝑥2, −2𝑥𝑦, 4𝑥, −5,定数項は −5

文字を含む単項式や項において,数の部分を係数という。

例 𝑥2 − 2𝑥𝑦 + 4𝑥 − 5において,

𝑥2の係数は 1,−2𝑥𝑦の係数は −2, 4𝑥の係数は 4
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基本問題 1 (レベル★ )

次の式の項を答えなさい。また,文字を含む項についてはその係数を答え

なさい。

(1) 5𝑎 + 7

(2) 𝑎 − 2𝑏𝑐 − 𝑑

(3) −2𝑥2 + 𝑦2 − 1

(4) −𝑎3

3
+ 𝑎2𝑏

2
− 𝑏2
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8.2 多項式・単項式の次数

多項式を整理や式変形をしていくときに,次数という考え方は必要になってき

ます。

多項式・単項式の次数

単項式において,掛けれている文字の個数を次数という。

例 𝑥2𝑦3 = 𝑥 × 𝑥 × 𝑦 × 𝑦 × 𝑦より,次数は 5

また,多項式において,最も次数の高い項の次数を多項式の次数という。

例 𝑥2𝑦 + 3𝑥𝑦4 − 3𝑥2𝑦2 − 5の次数は 5

基本問題 1 (レベル★ )

次の単項式・多項式の次数を答えなさい。

(1) 5𝑥𝑦𝑧

(2) −8𝑎𝑏
2𝑐3

3

(3) 2𝑥2 − 5

(4)
𝑎𝑥2

4
− 𝑎𝑐𝑦2 + 1

3
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8.3 多項式の同類項

多項式を整理をしていくのに同類項に注目する必要があります。

多項式・単項式の次数

多項式の項の中で文字の部分が全く同じ項を同類項といい,係数部分を計

算することができる。

例 3𝑥2+4𝑥+4𝑦−2𝑥2−5𝑥+7𝑦 = (3−2)𝑥2+ (4−5)𝑥+ (4+7)𝑦 = 𝑥2−𝑥+11𝑦

基本問題 1 (レベル★ )

次の式の同類項をまとめなさい。

(1) 3𝑎 + 5𝑎

(2) 4𝑥 − 3𝑥 − 𝑥

(3) 3𝑥 − 5𝑦 − 2𝑥 + 6𝑦

(4) 3𝑥2 − 4𝑥 + 1 − 2𝑥2 + 7𝑥 − 5

(5) 5𝑎𝑏 − 3𝑏𝑐 − 6𝑎𝑏 + 2𝑐𝑎 − 7𝑏𝑐 + 7𝑐𝑎
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テーマ 1 (レベル★★ )

[ ]内の文字に着目したとき,次の式の項と次数答えなさい。また,文字を

含む項についてはその係数を答えなさい。

(1) 𝑥2 − 2𝑥𝑦 + 𝑦2 [𝑥]

(2) 3𝑥𝑦 − 4𝑥𝑦 + 𝑦2 − 1 [𝑥]
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第9講 【式の計算-3】

9.1 多項式の加法・減法

第 8講で,同類項をまとめるという計算をしていきましたが,もう少し複雑な式

をまとめていきましょう。
基本問題 1 (レベル★ )

次の式を計算しなさい。

(1) (7𝑥 + 2) + (3𝑥 + 5)

(2) (4𝑥 + 3) − (3𝑥 + 2)

(3) (3𝑥2 − 2𝑥𝑦 + 4𝑦2) + (2𝑥2 + 𝑥𝑦 − 4𝑦2)

(4) (6𝑥2 − 𝑥𝑦 − 2𝑦2) − (5𝑥2 + 3𝑥𝑦 + 𝑦2)

(5) (−3𝑎𝑏 + 5𝑏𝑐 − 𝑐𝑎) + (2𝑎𝑏 − 𝑏𝑐 + 4𝑐𝑎)

(6) (4𝑎𝑏 − 𝑏𝑐 + 3𝑐𝑎) − (7𝑎𝑏 − 𝑐𝑎 − 3𝑏𝑐)



67

N O T E



68

9.2 多項式と数の乗法・除法

多項式と数の乗法・除法は係数と数に注目して計算する。
基本問題 1 (レベル★ )

次の式を計算しなさい。

(1) 5𝑎 × 4

(2) 20𝑥 ÷ (−5)

(3) 4(3𝑎 − 5)

(4) (−6𝑥 + 10𝑦) ÷ (−2)

(5)
15𝑎 − 9𝑏 + 12

6
× 18

(6)
(
10

3
𝑝 − 1

6
𝑞

)
÷
(
− 5

12

)
基本問題 2 (レベル★ )

次の式を計算しなさい。

(1) 2(3𝑥 + 1) + 4(2𝑥 − 5)

(2) 5(2𝑎2 − 𝑎𝑏 + 3𝑏2) − 3(3𝑎2 − 4𝑎𝑏)

(3)
𝑎 − 1

2
+ 𝑎 + 2

3

(4)
3𝑎 − 𝑏 + 2

5
− 𝑏 − 3𝑎 + 4

2
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テーマ 1 (レベル★★ )

(1)
2𝑎 − 𝑏

3
−
(
2𝑎 − 𝑎 − 3𝑏

2

)
+ 5𝑎 − 𝑏

6
を計算しなさい。

(2)
( )

+ (2𝑥 + 8) = 5𝑥 + 3の に当てはまる式を求めなさい。
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第10講 【式の計算-4】

10.1 単項式の乗法・除法

指数法則について,深く理解していきましょう。

指数の定義と指数法則

指数の定義

1. 𝑎 × 𝑎 × 𝑎 × · · · · · · × 𝑎︸                       ︷︷                       ︸
𝑥 個

= 𝑎𝑥

2. 𝑎0 = 1

3. 𝑎−𝑥 =
1

𝑎𝑥

指数法則

1. 𝑎𝑥 × 𝑎𝑦 = 𝑎𝑥+𝑦

2. 𝑎𝑥 ÷ 𝑎𝑦 = 𝑎𝑥−𝑦

3. (𝑎𝑥)𝑦 = 𝑎𝑥×𝑦

4. (𝑎𝑏)𝑥 = 𝑎𝑥𝑏𝑥
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基本問題 1 (レベル★ )

次の式を計算しなさい。

(1) 4𝑎2 × 3𝑎5

(2) 10𝑎6 ÷ 5𝑎4

(3)
(
𝑎4
)5

(4)
(
𝑎4𝑏2

)5 ÷ 𝑎3𝑏6

(5)
(
2𝑎3

)4 × (
3𝑎2

)2
(6)

(
6𝑎3

)3 ÷ (
2𝑎2

)3
(7)

(
−4
5
𝑎4𝑏2

)
÷
(
−2𝑎3𝑏

)
(8) 9𝑎2 × 𝑎𝑏 ÷ (−3𝑎)

(9) (2𝑥𝑦)2 ÷ (−𝑥𝑦2) × (−3𝑥)2
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10.2 式の値

文字式 2𝑥 + 4𝑦 − 6をいうのは,

2 × 𝑥 + 4 × 𝑦 + 6

のことである。ここで,𝑥の部分を −4, 𝑦の部分を −2に入れ替えると,

2 × (−4) + 4 × (−2) + 6 = −8 − 8 + 6 = −10

のように,値を求めることができる。このように,文字の部分を数に変えることを,

代入する

といい,今回は, 𝑥 = −4, 𝑦 = −2を代入したという。
基本問題 1 (レベル★ )

次の式を値を求めなさい。

(1) 𝑥 = −3のとき, (−𝑥)2 − 𝑥2 − 3𝑥

(2) 𝑎 = −2, 𝑏 = 3のとき,−2𝑎𝑏 − 3𝑎2𝑏
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テーマ 1 (レベル★★ )

𝑥 =
1

2
, 𝑦 = 2のとき, (−3𝑥𝑦2)3 ÷ (−𝑥2𝑦)2 ×

(
1

6𝑦

)2
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第11講 【式の計算-5】

11.1 文字式の利用

文字を用いて,いろいろな関係を「数学的に」説明をしていきます。例えば,

【問題】

連続する 5つの整数の和は 5の倍数であることを文字を用いて説明してし

なさい。

という問題に対して,文字を使って計算結果が 5×整数の形になることを文字式

の計算で説明していきます。

【解説】

連続する 5つの整数を,整数 𝑛を用いて,

𝑛, 𝑛 + 1, 𝑛 + 2, 𝑛 + 3, 𝑛 + 4

と表せる。このとき,整数の和は,

𝑛 + (𝑛 + 1) + (𝑛 + 2) + (𝑛 + 3) + (𝑛 + 4) = 5𝑛 + 10 = 5(𝑛 + 2)

ここで, 𝑛 + 1は整数であるから, 6(𝑛 + 2)は 6の倍数である。

よって,連続する 5つの整数の和は 5の倍数である。

このように,文字を用いることで,すべての数に対しての説明したことになりま

す。これを「数学的に」説明するということです。文字を用いていろいろな関係

を説明していきましょう。
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基本問題 1 (レベル★ )

次のことが成り立つわけを,文字を用いて説明しなさい。

(1) 連続する 3つの整数の和は 3の倍数である。

(2) 連続する 2つの奇数の和は 4の倍数である。

基本問題 2 (レベル★ )

次のことが成り立つわけを,文字を用いて説明しなさい。

(1) 2桁の自然数と,この自然数の十の位と一の位を入れかえた自然数の

和は, 11で割り切れる。

(2) 千の位と十の位,百の位と一の位がそれぞれ等しい4桁の自然数は, 101

で割り切れる。

基本問題 3 (レベル★ )

円柱がある。その底面の半径を 2倍にし,高さを 3倍にした円柱を作る

と,その体積はもとの円柱の何倍になるか答えなさい。
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テーマ 1 (レベル★★ )

マッチ棒を使って,下図のように 1番目, 2番目, 3番目, · · · と図形を作っ

ていく、作り方の規則を変えないものとして, 𝑛番目で用いられるマッチ

棒は何本になるか。𝑛を用いた式で表しなさい。
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第12講 【式の計算-6】

12.1 式の計算の総まとめ

第 12講は第 6講と同様に予習せずに,第 11講までの内容の総復習を徹底して

行い,予習はしないようにしましょう。
基本問題 1 (レベル★★ )

次の計算をしなさい。

(1)
𝑎2 + 𝑎𝑏 − 2𝑏2

4
− 2𝑎2 − 4𝑎𝑏 − 3𝑏2

3
+ 5𝑎2 + 3𝑎𝑏 − 4𝑏2

6

(2) − 1

3𝑥2
÷
(
−1
2
𝑥𝑦2

)2
÷ 2𝑦 ×

(
12𝑥𝑦4

)
基本問題 2 (レベル★★ )

𝐴 = 𝑥 − 6𝑦 − 𝑧, 𝐵 = −𝑥 + 2𝑦 + 2𝑧のとき, 𝐴 − 2𝐵 + 𝐶を計算すると 𝑥 + 2𝑦

になった。𝐶の式を求めよ。

基本問題 3 (レベル★★ )

𝑥 = −1, 𝑦 = −1
3
のとき,

1

2
𝑥2𝑦3÷

(
−2
3
𝑥3𝑦2

)3
× (−2𝑥2𝑦)4の値を求めなさい。
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基本問題 4 (レベル★★ )

下の図 1 は,ます目に 12 個の黒い石を正方形の形に並べたものである。

図 2 は,図 1 の黒い石を囲むように白い石を並べたものである。このよ

うに,正方形が二重になった図形をつくるとき,次の問いに答えなさい。

(1) 黒い石を 16個使って,図 2のような図形をつくるとき,白い石は何個

必要か。

(2) 黒い石を 1辺に 𝑥個並べて,図 2のような図形をつくるとき,黒い石

と白い石の数を,それぞれ 𝑥を用いて表しなさい。
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